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昨
年
を
約
２
０
０
句
上
回
る
応
募

令
和
７
年
度
俳
句
大
会

　
東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会
は
９
月
20
日
、
台
東
区
民

会
館
︵
浅
草
︶
に
お
い
て
、「
令
和
７
年
度
俳
句
大
会
」

を
開
催
。
地
方
な
ど
会
員
以
外
の
方
々
も
含
め
応
募
総

数
１
２
６
２
句
の
な
か
か
ら
選
ば
れ
た
各
賞
の
発
表
と

表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
全
国
俳
誌
協
会
・
秋
尾
敏
会
長
は
じ
め

東
京
多
摩
地
区
現
代
俳
句
協
会
、
神
奈
川
県
現
代
俳
句

協
会
、
千
葉
県
現
代
俳
句
協
会
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表

を
迎
え
ま
し
た
。

　
大
会
は
今
野
龍
二
幹
事
長
の
司
会
で
進
行
。
佐
怒
賀

正
美
副
会
長
の
開
会
の
言
葉
に
続
い
て
山
本
敏
倖
会
長

が
あ
い
さ
つ
し
、
受
賞
者
に
祝
辞
を
贈
っ
た
後
、「
年

１
回
の
開
催
と
な
っ
て
か
ら
２
回
目
の
俳
句
大
会
で
す
。

昨
年
を
約
２
０
０
句
上
回
る
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
選
考
委
員
の
諸
先
生
方
ま
た
応
募
し
て
く
だ
さ
っ

た
す
べ
て
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回

か
ら
導
入
し
た
Ｗ
e
b
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
応
募
方
法
に

成
果
が
あ
っ
た
と
同

時
に
一
方
で
投
句
料

の
支
払
い
問
題
、
ま

た
類
想
類
句
の
指
摘

な
ど
新
し
い
課
題
も

生
じ
て
お
り
ま
す
が
、

責
任
の
重
大
さ
を
自

覚
し
つ
つ
、
今
後
に

向
け
て
い
っ
そ
う
の

努
力
を
決
意
し
て
い

ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

【
俳
句
大
会
入
賞
作
品
】

★
現
代
俳
句
協
会
会
長
賞

　
冴
返
る
い
つ
も
焦
土
の
あ
る
地
球

東
京
都　
栗
原
か
つ
代

★
都
区
協
会
長
賞

　
１
席　
予
定
な
き
日
は
空
蟬
の
中
に
い
る

東
京
都　
関
戸　
信
治

　
２
席　
別
姓
が
よ
い
雪
を
と
こ
雪
を
ん
な

東
京
都　
松
澤　
雅
世

　
３
席　
過
疎
村
に
自
慢
が
一
つ
冬
銀
河

神
奈
川
県  

尾
崎　
竹
詩

★
全
国
俳
誌
協
会
会
長
賞

　
八
月
を
拭
え
ど
付
い
て
く
る
指
紋

東
京
都　
西
本　
明
未

★
俳
句
の
ま
ち
あ
ら
か
わ
賞

　
や
わ
ら
か
く
生
ま
れ
た
ぼ
く
ら
武
具
飾
る

東
京
都　
川
崎　
果
連

★
台
東
区
あ
し
た
の
俳
句
賞

　
さ
く
ら
舞
う
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
に
あ
る
序
列

神
奈
川
県  

芳
賀　
陽
子

　　

最
後
に
長
谷
川
は
る
か
総
務
部
長
が
新
入
会

員
を
紹
介
。
大
会
終
了
後
は
新
入
会
員
歓
迎
会

を
兼
ね
た
「
一
句
持
ち
寄
り
句
会
」。
76
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
句
会
の
な
か
で
は
「
実
の
会
」

の
桑
田
真
琴
代
表
が
『
鈴
木
明
と
そ
の
俳
句
』

と
題
し
て
講
演
。
石
口
り
ん
ご
、
山
戸
則
江
の

東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会
会
報
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両
幹
事
が
披
講
し
て
進
行
し
ま
し
た
。

【
一
句
持
寄
り
句
会
】

★
特
別
選
者
賞　
　
　

東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会　
山
本
敏
倖
会
長
特
選

　
今
日
も
いつ
か
古
代
と
な
る
や
天
の
川�

益
岡　
茱
萸

全
国
俳
誌
協
会　
秋
尾
敏
会
長
特
選

　
夜
の
虹
ま
で
走
る�

北
山　
　
星

東
京
多
摩
地
区
現
代
俳
句
協
会　
水
野
星
闇
会
長
特
選

　
新
涼
や
真
水
の
よ
う
に
眠
る
猫�
石
口　
　
榮

神
奈
川
県
現
代
俳
句
協
会　
芳
賀
陽
子
会
長
特
選

　
亡
骸
と
し
て
鉄
骨
の
あ
る
九
月�
中
澤　
美
佳

千
葉
県
現
代
俳
句
協
会　
並
木
邑
人
前
会
長
特
選

　
亡
骸
と
し
て
鉄
骨
の
あ
る
九
月�

中
澤　
美
佳

都
区
協　
佐
怒
賀
正
美
副
会
長
特
選

　
こ
ん
な
世
で
あ
つ
て
た
ま
る
か
梨
泥
棒　
　
　
　
　

讃
岐　
幸
江

都
区
協　
中
内
火
星
副
会
長
特
選

　
夜
の
虹
ま
で
走
る�

北
山　
　
星

都
区
協　
今
野
龍
二
幹
事
長
特
選

　
石
榴
食
み
つ
つ
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
の
動
画
見
る上田　

　
桜

都
区
協　
瀬
藤
芳
郎
副
幹
事
長
特
選

　
昭
和
百
年
秋
の
蛍
は
眠
ら
な
い�

磯
部　
薫
子

都
区
協　
松
澤
雅
世
常
任
顧
問
特
選

　
名
月
や
低
温
火
傷
し
て
戻
る�

関
戸　
信
治

都
区
協　
松
田
ひ
ろ
む
顧
問
特
選

　
こ
ん
な
世
で
あ
つ
て
た
ま
る
か
梨
泥
棒　
　
　
　
　

讃
岐　
幸
江

俳
誌
「
実
の
会
」　
桑
田
真
琴
代
表
特
選

　
秋
の
風
堤
歩
き
に
備
忘
録�

瀬
藤　
芳
郎

★
参
加
作
品
︵
高
点
20
句
︶

１
亡
骸
と
し
て
鉄
骨
の
あ
る
九
月�

中
澤　
美
佳

２
色
な
き
風
よ
国
旗
は
ど
れ
も
美
し
い�

佐
藤　
詠
子

３
蜩
の
円
周
率
の
ご
と
鳴
け
り�

古
寺
な
な
え

４
新
涼
や
真
水
の
よ
う
に
眠
る
猫�

石
口　
　
榮

５
秋
風
が
そ
っ
と
手
を
貸
す
車
椅
子�

菅
沼　
葉
二

６
い
っ
せ
い
に
椋
鳥　
パ
ス
ワ
ー
ド
は
喪
失

�

桑
田　
真
琴

７
秋
つ
ば
め
水
平
線
の
色
と
な
る�

見
目　
千
絵

８
秋
晴
れ
の
埠
頭
に
昭
和
の
積
み
残
し�

土
屋　
秀
夫

９
今
日
も
いつ
か
古
代
と
な
る
や
天
の
川

�

益
岡　
茱
萸

10
コ
ス
モ
ス
の
自
由
奔
放
母
の
家�

小
林　
育
子

11
秋
高
し
祝
砲
な
ら
ば
撃
っ
て
い
い�

鈴
木　
砂
紅

12
身
の
丈
を
揃
え
た
が
っ
て
曼
珠
沙
華

�

栗
原
か
つ
代

13
遅
れ
る
と
言
っ
て
千
年
式
部
の
実�

青
木　
栄
子

14
長
き
夜
や
負
け
ず
嫌
い
を
荼
毘
に
付
す

　
原
田
恵
三
子

15
君
の
墓
水
ぶ
っ
か
け
る
強
く
拭
く�

石
山　
正
子

16
素
秋
と
は
例
え
ば
石
や
樹
々
の
黙�

西
本　
明
未

17
秋
袷
帯
に
差
し
込
む
ア
イ
フ
ォ
ー
ン�

根
本
菜
穂
子

18
野
良
猫
を
好
き
な
名
で
呼
ぶ
月
今
宵

�

櫻
井　
了
子

19
ま
だ
夏
が
転
が
っ
て
い
る
浅
草
寺�

一
井　
魁
仙

20
相
棒
は
残
暑
浅
草
人
力
車�

山
戸　
則
江

　
都
区
協
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
は
10
月
12
日︵
日
︶、
池
上
本
門

「山本会長（中央）と新入会員の皆さん」

都
区
協
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　
　

 

池
上
本
門
寺
お
会
式
吟
行
句
会
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寺
お
会
式
吟
行
句
会
を
開
催
し
た
。

　
当
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
、
秋
の
門
前
町
の
賑
わ
い
を

満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
前
半
は
東
急
池
上
駅
か
ら

池
上
本
門
寺
に
至
る
参
道
に
展
開
す
る
圧
倒
的
な
数
の

屋
台
を
覗
き
、
総
門
か
ら
本
門
寺
大
堂
に
至
る
96
段
の

此
経
難
持
坂
、
仁
王
門
、
五
重
塔
、
経
蔵
、
多
宝
塔
な

ど
見
ど
こ
ろ
多
数
の
吟
行
で
あ
っ
た
。

　
何
よ
り
、
日
蓮
入
滅
の
際
、
時
な
ら
ぬ
開
花
を
し
た

と
伝
え
ら
れ
る
お
会
式
桜
が
現
存
し
て
い
る
大
坊
本
行

寺
を
訪
れ
た
参
加
者
は
多
い
。

　
後
半
の
句
会
は
、
本
門
寺
に
隣
接
す
る
池
上
会
館
に

お
い
て
実
施
し
た
。

　
参
加
者
46
名
が
一
堂
に
会
し
、
嘱
目
２
句
出
し
計
92

句
の
句
会
と
な
っ
た
。

　

句
会
に
先
立
ち
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
顧
問
ダ
イ
ゴ
鉄
哉
氏

の
『
池
上
雑
感
』
と
題
す
る
講
演
が
あ
っ
た
。
氏
は
現

在
92
歳
、
句
会
等
に
は
毎
月
参
加
し
、
旅
吟
な
ど
も
矍

鑠
と
敢
行
し
て
い
る
大
先
輩
で
あ
る
。
氏
が
見
て
き
た

池
上
の
地
や
本
門
寺
の
変
移
、
そ
し
て
ご
自
身
を
懐
古

す
る
訥
々
と
し
た
口
調
に
、
つ
い
聞
き
入
っ
て
し
ま
う
、

何
故
か
懐
し
さ
が
湧
い
て
く
る
穏
や
か
で
心
温
ま
る
講

演
と
な
っ
た
。

　
本
門
寺
ゆ
か
り
の
俳
人
と
し
て
、
松
尾
芭
蕉
が
挙
げ

ら
れ
る
。
芭
蕉
は
本
門
寺
に
参
詣
し
た
可
能
性
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
身
延
山
の
石
碑
に
は
、「
御
命
講
や

油
の
や
う
な
酒
五
升
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
芭
蕉
が
本
門

寺
の
お
会
式
を
詠
ん
だ
も
の
と
い
わ
れ
る
。　
※
「
御

命
講
=
お
会
式
」。

　
ま
た
伝
説
の
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
力
道
山
や
狩
野
派
中
興

の
祖
と
さ
れ
る
絵
師
狩
野
探
幽
、
作
家
幸
田
露
伴
、
歌

舞
伎
役
者
や
大
物
政
治
家
の
墓
、
徳
川
家
や
上
杉
家
の

墓
城
等
々
で
あ
る
。「
此
経
難
持
坂
」
は
、
池
上
本

門
寺
の
表
参
道
96
段
の
石
段
坂
。
石
段
は
慶
長
年
間

︵
１
５
９
６
年
～
１
６
１
５
年
︶
に
加
藤
清
正
が
寄
進

し
た
も
の
と
伝
わ
る
。『
法
華
経
』
宝
塔
品︵
日
蓮
が
最

も
重
ん
じ
た
経
典
で
あ
る
法
華
経
の
宝
塔
の
章
︶の『
偈

文
』︵
仏
の
功
徳
な
ど
を
賛
美
す
る
詩
。
４
句
か
ら
な

る
︶
の
96
文
字
に
ち
な
ん
で
石
段
を
96
段
と
し
、
偈
文

の
文
頭
の
文
字
を
と
っ
て
坂
の
名
と
し
た
。

　
加
藤
清
正
寄
進
の
理
由
は
、
参
勤
交
代
の
お
り
甲
冑

武
装
の
加
藤
清
正
一
行
が
そ
の
出
立
ち
か
ら
、
こ
の
地

に
お
い
て
徳
川
幕
府
に
よ
り
足
止
め
を
さ
れ
た
。
そ
の

間
、
本
門
寺
に
世
話
に
な
り
、
そ
の
御
礼
の
寄
進
だ
と

説
明
に
あ
っ
た
。
池
上
の
地
や
本
門
寺
の
変
遷
を
実
際

に
見
続
け
て
来
た
氏
の
語
り
で
、
よ
り
多
く
の
知
識
を

深
め
ら
れ
た
貴
重
な
講
演
で
あ
っ
た
。︵蟇

目
俊
行
：
記
︶

★
特
別
選
者
特
選
句

長
谷
川
は
る
か
副
会
長　
特
選

　
地
に
寺
に
人
に
平
ら
と
い
う
素
秋�

西
本　
明
未

今
野
龍
二
幹
事
長　
特
選

　
諸
行
無
常
連
立
離
脱
日
蓮
忌�

加
藤　
賢
明

瀬
藤
芳
郎
副
幹
事
長　
特
選

　
ト
ラ
ッ
ク
に
寝
る
万
灯
や
昼
の
月�

前
田　
友
彦

松
田
ひ
ろ
む
顧
問　
特
選

　
地
に
寺
に
人
に
平
ら
と
い
う
素
秋�

西
本　
明
未

石
口
榮
会
計
部
長　
特
選

　
諸
行
無
常
連
立
離
脱
日
蓮
忌�

加
藤　
賢
明

川
崎
果
連
広
報
部
長　
特
選　

　
連
立
の
し
が
ら
み
抜
け
て
御
命
講�

米
原　
拓
土

宮
川
夏
企
画
部
長　
特
選

　
お
会
式
桜
衆
生
を
宥
め
世
を
叱
る�

栗
原
か
つ
代

栗
原
か
つ
代
研
修
部
長　
特
選

　
地
に
寺
に
人
に
平
ら
と
い
う
素
秋�

西
本　
明
未

榎
並
恵
那
通
信
部
長　
特
選

　
「
人
は
左
、
万
灯
は
右
」
秋
日
和�

釜
田　
二
美

小
髙
沙
羅
顧
問　
特
選

　
九
十
六
段
駆
け
上
が
る
子
や
鳳
仙
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
は
る
か

今
村
た
か
し
監
査
役　
特
選

　
お
会
式
や
八
十
代
が
は
し
ゃ
ぎ
出
す�

小
髙　
沙
羅

★
互
選
高
点
10
句
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１
ト
ラ
ッ
ク
に
寝
る
万
灯
や
昼
の
月�

前
田　
友
彦

２
諸
行
無
常
連
立
離
脱
日
蓮
忌�

加
藤　
賢
明

３
お
会
式
や
参
道
側
の
鉄
哉
ん
家�

讃
岐　
幸
江

４
お
会
式
の
善
男
善
女
で
も
な
い
か�

今
野　
龍
二

５
九
十
六
段
駆
け
上
が
る
子
や
鳳
仙
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

長
谷
川
は
る
か

６
お
会
式
や
参
道
飾
る
チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ�

松
田　
圭
子

７
「
人
は
左
、
万
灯
は
右
」
秋
日
和�

釜
田　
二
美

８
秋
暑
し
九
十
六
段
四
股
踏
ん
で�
石
口　
　
榮

９
地
に
寺
に
人
に
平
ら
と
い
う
素
秋�
西
本　
明
未

10
万
灯
の
ひ
と
つ
見
る
ま
で
帰
れ
な
い�
小
髙　
沙
羅

★
以
下
順
不
同

お
会
式
や
五
臓
の
悪
に
太
鼓
打
つ�

高
橋　
透
水

お
会
式
の
花
の
ひ
と
つ
に
無
信
心�

松
田
ひ
ろ
む

綿
飴
の
二
人
で
ひ
と
つ
万
灯
会�

安
藤　
草
太

ポ
ケ
ッ
ト
に
小
吉
み
く
じ
会
式
待
つ�

石
口
り
ん
ご

妙
法
は
美
し
き
言
葉
や
日
蓮
忌�

青
木　
栄
子

漢
方
薬
口
に
広
が
る
日
蓮
忌�

櫻
井　
了
子

万
燈
や
う
ち
わ
太
鼓
が
天
を
突
く�

五
十
嵐
秀
山

お
会
式
の
一
日
信
者
露
店
喰
い�

湯
澤
喜
久
雄

賑
わ
い
の
隅
に
待
機
の
薄
紅
葉�

櫻
木
美
保
子

万
灯
を
待
つ
大
堂
の
大
鴉�

見
目　
千
絵

秋
天
に
拳
突
き
上
げ
日
蓮
像�

永
野　
了
子

万
灯
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
帰
り
花�

瀬
藤　
芳
郎

色
鳥
来
天
井
龍
図
の
未
完
成�

吉
田　
典
子

お
会
式
や
ス
レ
ス
レ
に
行
く
路
線
バ
ス�

伊
藤　
保
子

日
蓮
の
入
寂
の
地
や
葉
鶏
頭�

香
川　
純
二

御
会
式
や
声
明
合
掌
五
十
僧�

榎
並　
恵
那

日
蓮
の
草
鞋
借
り
た
し
秋
の
闇�

宮
川　
　
夏

秋
め
く
や
水
飴
伸
ば
す
露
店
商�

阿
井　
里
江

御
会
式
の
常
香
炉
に
寄
す
乳
母
車�

田
中　
訓
子

小
鳥
来
る
大
坊
坂
の
宝
塔
に�

渡
邊
す
み
れ

は
つ
ら
つ
と
生
き
て
吟
行
秋
高
し�

川
崎　
果
連

格
子
窓
に
片
目
の
達
磨
秋
の
昼�

ま
る
き
み
さ

末
法
に
生
き
て
御
会
式
桜
か
な�

加
那
屋
こ
あ

御
会
式
の
太
鼓
ど
ん
つ
く
風
に
乗
り�

松
本　
圭
子

石
段
を
の
ぼ
る
題
目
御
命
講 �

石
田　
弥
生

ど
ん
ぐ
り
の
寄
せ
ら
れ
て
を
り
陀
羅
尼
経

                            

白
石　
正
人

秋
の
香
の
真
中
に
立
つ
塔
五
重�

ダ
イ
ゴ
鉄
哉

い
つ
ま
で
も
茶
々
姫
を
追
う
穴
惑�

小
湊
こ
ぎ
く

威
勢
よ
き
纏
万
灯
山
揺
す
る�

関　
　
千
世

御
会
式
に
百
の
僧
ゐ
て
大
太
鼓�

今
村
た
か
し

万
灯
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
と
秋
惜
し
む�

馬
場　
龍
吉

万
灯
の
ゆ
ら
り
ゆ
ら
れ
て
半
里
か
な�

細
谷　
和
夫

日
蓮
の
説
法
像
や
鵙
高
音�

堀　
美
和
子

お
会
式
桜
衆
生
を
宥
め
世
を
叱
る�

栗
原
か
つ
代

連
立
の
し
が
ら
み
抜
け
て
御
命
講�
米
原　
拓
土

宝
塔
を
飾
る
お
会
式
桜
か
な�
蟇
目　
俊
行

︵
讃
岐
幸
江
：
報
︶

東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会

令
和
８
年
度
定
時
総
会
・

　
　

一
句
持
寄
り
句
会

　

令
和
８
年
度
の
定
時
総
会
及
び
一
句
持
寄
り
句

会
を
左
記
の
通
り
開
催
致
し
ま
す
。
多
数
の
会
員

の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。�

会
長　

山
本 

敏
倖

　
　
　
　
　
　

記

日　
　
時　
令
和
８
年
３
月
14
日（
土
）

総　
　
会　
午
後
１
時
よ
り

句　
　
会　
午
後
２
時
30
分
よ
り（
投
句
締
切
１
時
）

懇
親
会　
な
し（
今
年
度
よ
り
中
止
）

会　
　
場　
台
東
区
民
会
館
８
階　
第
５
会
議
室

　
　
　
　
　

(

台
東
区
花
川
戸
２
丁
目
６
番
５
号)

　
　
　
　
　
浅
草
寺
二
天
門
近
く

　
　
　
　
　

Tel
０
３
―３
８
４
３
―５
３
９
１

　
・
東
武
線・地
下
鉄
銀
座
線 

浅
草
駅
か
ら
徒
歩
約
５
分

　
・
都
営
浅
草
線 

浅
草
駅
か
ら
徒
歩
約
８
分

会　
　
費　
総
会
＝
無
料
。
句
会
＝
１
、０
０
０
円

申
込
締
切　

２
月
13
日（
金
）　
必
着

参
加
申
込　

長
谷
川
は
る
か
宛

　
〒
113
‒0033
文
京
区
本
郷
５
‒３
‒２
‒３
０
２

　
　
　
　
　
Tel
0
3
‒３
８
１
４
‒１
２
２
８
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２
年
目
に
入
っ
た
都
区
協
の
初
心
者
講
座
は
令
和
７

年
度
前
期
︵
４
月
、
５
月
、
６
月
、
７
月
：
川
崎
果
連

講
師
︶
を
修
了
し
、
後
期
が
10
月
11
日
よ
り
開
講
し
ま

し
た
。
講
師
は
現
代
俳
句
協
会
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
講

師
・
都
区
協
「
ビ
ッ
グ
バ
ン
通
信
俳
句
会
」
担
当
、
と

幅
広
く
活
躍
さ
れ
て
い
る
高
橋
透
水
講
師
。
ス
タ
ッ
フ

は
後
期
を
研
修
部
の
西
本
明
未
、
石
口
り
ん
ご
の
２
人

が
勤
め
ま
す
。

　
後
期
初
日
は
事
務
手
続
き
の
引
継
ぎ
の
た
め
、
栗
原

か
つ
代
研
修
部
長
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。
受
講
者
総
数
11
名
。
10
月
は
急
用
の
た
め
２
名

欠
席
。
現
俳
本
部
図
書
室
は
秋
ら
し
い
空
気
に
包
ま
れ

受
講
日
和
で
す
。

　
本
年
度
は
、
初
心
者
講
座
に
相
応
し
い
句
歴
の
浅
い

受
講
者
の
方
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
の
で
、
ま
ず
日
頃
の

作
句
の
心
構
え
か
ら
の
講
座
で
す
。「
類
想
を
恐
れ
る

な
」
で
は
、
鷹
羽
狩
行
の
言
葉
の
「
類
想
と
類
句
の
違

い
」。
芭
蕉
の
「
自
分
の
句
の
類
想
」
や
、「
類
想
を
指

摘
さ
れ
た
ら
、
速
や
か
に
引
き
下
げ
よ
」
と
の
言
葉
な

ど
を
例
に
類
句
、
類
想
へ
の
心
構
え
を
伝
授
。
そ
し
て
、

恐
れ
ず
多
作
多
捨
。
句
会
で
先
輩
の
講
評
に
耳
を
傾
け

る
こ
と
や
歳
時
記
に
親
し
み
、
吟
行
会
な
ど
大
い
に
参

加
す
る
べ
き
と
自
身
が
教
わ
っ
て
き
た
こ
と
を
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

続
い
て
作
句
の
内
容
に
つ
い
て
。
宮
坂
静
生
の
文
か

ら
「
説
明
で
は
な
く
描
写
を
」
と
い
う
話
。
そ
し
て

「
俳
句
の
リ
ズ
ム
と
音
の
省
略
」。
講
師
と
ス
タ
ッ
フ
が
、

皆
さ
ん
の
緊
張
感
を
ふ
ん
わ
り
包
ん
で
和
や
か
さ
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
句
会
は
当
日
投
句
で
す
。
披
講

は
石
口
、
点
盛
は
西
本
が
い
た
し
ま
し
た
。
全
句
講
評

で
す
。
初
心
者
講
座
な
ら
で
は
の
質
問
も
初
回
か
ら
積

極
的
に
出
て
充
実
し
た
句
会
で
し
た
。

宵
闇
の
届
く
波
音
透
き
通
り�

佐
藤　
友
美

濁
声
の
ス
キ
ャ
ッ
ト
新
酒
溢
れ
し
む�

西　
　
乙
子

名
月
や
鬼
が
眺
め
る
岩
の
上�

浅
野　
政
幸

小
鳥
来
る
入
学
模
試
は
Ａ
判
定�

芝
田　
郁
江

ポ
ン
ポ
ン
と
名
月
だ
よ
と
妊
婦
か
な�

池
田　
育
子

学
び
舎
の
若
き
プ
ラ
ト
ン
天
た
か
し�

秋
野　
晃
枝

宵
闇
や
オ
ン
ザ
ロ
ッ
ク
に
ス
ロ
ー
ジ
ャ
ズ

�

風
タ
ロ
ー

秋
の
夜
の
う
ぬ
ぼ
れ
鏡
素
通
り
す�

盛　
真
由
美

新
米
に
黄
味
の
太
陽
輝
け
り�
高
橋　
透
水

研
修
部　
　
栗
原
か
つ
代
：
報

都
区
協
初
心
者
講
座

　

10
月
よ
り
後
期
開
講
中
！

日
頃
の
作
句
の
心
構
え
か
ら

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
吟
行
会
の
ご
案
内

実
施
日　

令
和
８
年
２
月
16
日︵
月
︶

場　
　

所　

等
々
力
不
動
尊
・
等
々
力
渓
谷

句
会
場　

�

玉
川
区
民
会
館
４
階
第
５
集
会
室

︵
等
々
力
駅
徒
歩
１
分
︶

交　
　

通　

東
急
大
井
町
線
等
々
力
駅

受　
　

付　

12
時
30
分
開
始

出　
　

句　

�

嘱
目
２
句

　
　
　
　
　
︵
出
句
締
切
13
時
15
分
︶

句
会
費　

１
、０
０
０
円

講　
　

話　

馬
場
龍
吉
︵
角
川
賞
受
賞
者
︶

　
　
　
　
　
「
シ
ュ
ー
ル
リ
ア
リ
ズ
ム
と
俳
句
」

懇
親
会　

�

句
会
場
に
て
実
施

　
　
　
　
　
︵
４
、０
０
０
円
予
定
︶

参
加
申
込
締
切　

令
和
８
年
２
月
２
日︵
月
︶

連
絡
先　

釜
田
二
美

　
　
　

k2.m
-17d@

docom
o.ne.jp

　
　
　

０
９
０‒

３
０
４
８‒

８
７
３
２

　
　
　
︵
メ
ー
ル
・
S
M
S
で
の
連
絡
希
望
︶
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東京都区現代俳句協会
令和8年度俳句大会・新入会員歓迎会�作品募集

大会期日  令和８年９月19日（土）午後１時より

令和８年度　東京都区現代俳句協会初心者講座

受 講 者 募 集
於：一般社団法人現代俳句協会　本部図書室

●
会
員
以
外
の
方
の
投
句
大
歓
迎

□
応
募
規
定　
２
句
１
組
・
１
、０
０
０
円

何
組
で
も
可
・
未
発
表
作
品
に
限
る

前
書
き
不
可
・
所
定
用
紙
（
コ
ピ
ー
可
）

ま
た
は
Ｗ
e
b
フ
ォ
ー
ム
に
て
投
句

投
句
料　

①
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
振
込　

②
定
額
小
為
替 

　
　
　
　

③
現
金
書
留　

 

投
句
と
同
時
に
納
入

□
送
り
先　
〒
113‒

0022 

東
京
都
文
京
区
千
駄
木
３‒

25‒

６‒

301

　
　
　
　
　
　

仲　

綾
子 

方

　
　
　
　
　
　

都
区
協
令
和
８
年
度
俳
句
大
会
係

□
締
　
　
切　
令
和
８
年
４
月
30
日（
木
）　

当
日
消
印
有
効

□
会
　
　
費　
一
句
持
寄
り
句
会
参
加
費
１
、０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

懇
親
会　

調
整
中

□
発
　
　
表　
大
会
席
上
お
よ
び
都
区
協
会
報

　
　
　
　
　
　

投
句
者
に
は
作
品
集
進
呈

□
表
　
　
彰　
現
代
俳
句
協
会
会
長
賞
・
都
区
協
会
長
賞
・

全
国
俳
誌
協
会
賞
・
俳
句
の
ま
ち
あ
ら
か
わ
賞
・
台
東
区
あ

し
た
の
俳
句
賞
・
秀
逸
賞
・
佳
作
賞

　

★�

応
募
規
定
に
反
し
た
場
合
は
発
表
後
で
も
入
賞
を
取
り
消
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
Ｗ
e
b
フ
ォ
ー
ム
】

　

U
RL : https://form

s.gle/　

➡

　

Q
T

BZBCGJkoz9V
CfJ7

【
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
振
込
】

　

記
号
番
号:

総
合10100-69236991

　

ナ
カ
ア
ヤ
コ 「
仲
綾
子
」

　

他
行
か
ら
の
場
合
：
普
通
〇
一
八
店6923699

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
振
込
手
数
料
自
己
負
担

前
　
期
：
４
月
～
７
月　

　
　
　
　

第
２
土
曜
日
13
時
30
分
〜
16
時
30
分　

定
員
18
名

講
　
師
：
川
崎
果
連
（
現
代
俳
句
オ
ー
プ
ン
カ
レッ
ジ
講
師
）・

　
　
　
　

２
句
事
前
投
句　

４
／
11
、
５
／
９
、
６
／
13
、

　
　
　
　

７
／
11　

申
込
締
切
４
／
1
（
同
時
に
投
句
）

後
　
期
：
10
月
～
令
和
９
年
１
月　

　
　
　
　

第
２
土
曜
日
13
時
30
分
〜
16
時
30
分　

定
員
18
名

講
　
師
：
高
橋
透
水
（
現
代
俳
句
オ
ー
プ
ン
カ
レッ
ジ
講
師
）・

　
　
　
　

２
句
持
ち
込
み　

10
／
10
、
11
／
14
、
12
／
12
、

　
　
　
　

令
和
９
年
１
／
９　

申
込
締
切
10
／
６

受
講
料
：
各
期
４
、
０
０
０
円

申
込
先
：
都
区
協
初
心
者
講
座
担
当　

栗
原
か
つ
代　

　
　
　
　

現
代
俳
句
協
会
事
務
所

　
　
　
　

0
3
‒3
8
3
9
‒8
1
9
0（
返
信
い
た
し
ま
す
。）

　
　
　
　

https://form
s.gle/

　
　
　
　

oF
73bLo1W

dJf1q3r6  

➡

　
　
　
　

定
員
に
達
し
た
場
合
は
締
め

　
　
　
　

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
知
人
友
人
に
お
勧
め
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
（
一
社
）
現
代
俳
句
協
会

東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
６
－
５
－
４
偕
楽
ビ
ル（
外
神
田
）７
階

ア
ク
セ
ス
：
JR
秋
葉
原
駅
・
御
徒
町
駅
よ
り
15
分

　
　
　
　
　

地
下
鉄
銀
座
線
末
広
町
駅
よ
り
３
分

　
　
　
　
　

地
下
鉄
千
代
田
線
湯
島
駅
６
番
出
口
３
分

Tel
0
3
‒3
8
3
9
‒8
1
9
0  

Fax
0
3
‒3
8
3
9
‒8
1
9
1

こちらのQRコードから
アクセス出来ます

こちらのQRコードから
アクセス出来ます
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東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会

発
展
基
金
募
集
に
つ
い
て

当
協
会
の
円
滑
充
実
し
た
事
業
活
動
運
営

の
た
め
、
発
展
基
金
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
左
記
の

要
領
に
て
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
口 

一
〇
〇
〇
円
（
何
口
で
も
結
構
で
す
）

都
区
協
現
代
俳
句
協
会
会
長 

山
本  

敏
倖

◆　

◆　

◆

振
込
番
号

０
０
１
１
０
・５
・５
３
９
６
１
９

加
入
者
名　

東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会

＊
同
封
の
振
替
用
紙
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

＊
ネ
ッ
ト
振
込
み
利
用
可
。

郵
便
振
替
払
込
受
領
証
に
て
領
収
書
に
代

え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

基
金
担
当　
　

石
口　
　

榮

（
９
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
分
ま
で
。　

敬
称
略
・
順
不
同
）

ご
支
援
ご
協
力
を
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
今
後
も
引
き
続
き
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

十
口　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

桑
田　

真
琴　
　
　

　

松
澤　

雅
世

　

篠
田
喜
美
子　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

五
口　
　
　
　
　

　

山
戸　

則
江

　

北
田
は
れ
子

　

飯
田　

史
朗

令
和
７
年
発
展
基
金
寄
付
者
芳
名

企
画
部
吟
行
・
通
信
句
会
の
ご
案
内

実
施
日
：
令
和
８
年
５
月
13
日（
水
）

吟
行
場
所
：
増
上
寺
か
ら
東
京
タ
ワ
ー

集
　
　
合
：
増
上
寺
前　
午
前
11
時

　
　
　
　
　

�

受
付
後
、
一
緒
に
吟
行
、
又
は
自
由
吟
行

　
　
　
　
　
別
の
日
で
も
大
丈
夫
で
す
。

申
込
締
切
：
５
月
12
日（
火
）　　
　
　
　
　

会
　
　
費
：
１
、０
０
０
円（
通
信
費　
賞
品
代
）

投
　
　
句
：
嘱
目
２
句

出
句
締
切
：
５
月
19
日（
火
）

参
加
申
込
：
企
画
部　
宮
川  

夏
宛  

葉
書
ま
た
は
メ
ー
ル

　
　
　
　
　
（
※
参
加
者
、氏
名・住
所・電
話
番
号
を
明
記
）

住
　
　
所
：
〒
165
－
0033　
中
野
区
若
宮
２
－
10
－
11

　
　
　
　
　
℡
０
８
０
－
３
４
５
２
－
２
５
７
７

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：natsuchan82@

gm
ail.com

※�

今
回
は
集
計
の
都
合
上
、
投
句
・
選
句
は
郵
便
ま
た
は

メ
ー
ル
で
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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よ
う
や
く
秋
ら
し
く
な
り
ま
し
た
。
32
名
の
方
々

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

（
高
得
点
句
）

１
木
の
実
落
つ
風
の
小
僧
の
遊
び
跡�
藤
井　

圭
子

２
茸
飯
届
け
る
眉
を
か
い
て
い
る�

山
本　

敏
倖

３
野
分
跡
な
に
も
な
か
つ
た
や
う
な
空

�

長
谷
川
は
る
か

４
地
球
儀
に
軍
靴
の
跡
が
そ
ぞ
ろ
寒�

今
野　

龍
二

５
折
り
合
い
の
つ
い
て
薄
味
茸
飯�

見
目　

千
絵

６
太
郎
の
山
次
郎
の
川
や
茸
飯�

青
木　

栄
子

７
抜
か
れ
た
る
案
山
子
の
跡
や
濁
り
水�

川
崎　

果
連

８
連
れ
合
い
の
無
く
と
も
二
合
茸
飯�

相
沢　

幹
代

９
仇
討
の
跡
が
駅
名
月
見
蕎
麦�

松
田
ひ
ろ
む

10
売
り
買
い
の
こ
と
ば
の
締
め
は
茸
飯�

櫻
木
美
保
子

（
以
下
順
不
同
）

茸
飯
甥
の
彼
女
は
ガ
ー
ナ
人�

米
原　

拓
土

七
人
の
敵
も
い
な
く
て
茸
飯�

石
口　
　

榮

瓜
坊
の
荒
れ
に
荒
れ
た
る
足
の
跡�

坂
本　

君
江

現
世
の
跡
を
濁
し
て
曼
珠
沙
華�

川
目　
　

紫

熊
の
話
も
箸
も
揃
っ
た
茸
飯�

北
村
眞
貴
子

十
五
夜
に
月
よ
り
団
子
に
き
び
跡�

柳
亭　

市
寿

茸
飯
父
の
あ
ぐ
ら
の
中
が
好
き�

馬
場　

龍
吉

定
年
後
東
京
に
住
み
茸
飯�

赤
澤　

敬
子

茸
狩
の
そ
ば
に
何
や
ら
足
の
跡�

讃
岐　

幸
江

茸
飯
悪
女
の
制
御
Ｔ
細
胞�

高
橋　

透
水

南
朝
の
御
旗
を
守
り
茸
飯�

安
藤　

草
太

戦
跡
に
真
直
ぐ
に
立
つ
子
秋
夕
焼�

久
保
井
理
緒

地
産
地
消
秘
湯
の
宿
の
茸
飯�

山
﨑　

百
花

足
跡
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
よ
秋
の
天�

宮
川　
　

夏

崩
落
の
傷
跡
隠
す
山
紅
葉�

山
口　

紀
子

茸
飯
畳
に
立
ち
て
噴
く
を
待
つ�

菊
池
ひ
ろ
こ

茸
飯
家
族
の
記
憶
た
ぐ
り
寄
せ�

上
野　

英
一

あ
に
よ
め
の
嬉
し
そ
う
な
る
茸
飯�

白
石　

正
人

デ
ザ
ー
ト
は
マ
ロ
ン
グ
ラ
ッ
セ
茸
飯�

遠
山　

弘
美

秋
彼
岸
古
代
遺
跡
へ
も
う
一
度�

渡
邊
す
み
れ

茸
飯
釜
の
お
焦
げ
や
ま
た
美
味
し�

蟇
目　

俊
行

白
樺
の
木
の
折
れ
た
跡
秋
の
風�

大
橋　

愛
子

�

（
見
目
千
絵　

記
）

編
集
後
記

　

サ
ッ
カ
ー
の
２
０
２
６
年
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ︵
Ｗ
杯
︶

北
中
米
３
カ
国
大
会
は
６
月
11
日
か
ら
１
次
リ
ー
グ
が

始
ま
り
、
７
月
16
日
に
決
勝
戦
と
な
る
。
48
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
米
国
11
都
市
と
メ
キ
シ
コ
３
都
市
、
カ
ナ
ダ

２
都
市
で
１
０
４
試
合
を
た
た
か
う
。
熱
戦
に
期
待
が

高
ま
る
な
か
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
野
党
民
主
党
が
優

勢
な
都
市
か
ら
試
合
会
場
を
剥
奪
す
る
と
言
い
出
し
た
。

国
家
安
全
保
障
を
盾
に
、
一
部
の
国
に
つ
い
て
は
フ
ァ

ン
の
入
国
拒
否
も
あ
り
得
る
と
示
唆
し
た
。
ど
う
な
る

の
だ
ろ
う
。�

川
崎
果
連

第
42
回
高
田
馬
場
「 

秋
」
句
会
報

　

令
和
７
年
10
月
７
日
（
火
）

　

兼
題
「
茸
飯
」・
席
題
「
跡
」

広
報
部
・
編
集
室　

〒
135–

0016 

東
京
都
江
東
区
東
陽

　
　

１
︱
30
︱
８
︱
４
０
４　

川
崎
果
連
方

℡
０
９
０
︱
７
４
１
０
︱
９
５
４
３

メ
ー
ル : karen.kaw

asaki.2016@
gm

ail.com

日　
　

時　
�

令
和
８
年
４
月
７
日（
火
）

　
　
　
　
　

12
時
半　

受
付
開
始

会　
　

費　

１
、０
０
０
円

場　
　

所　

JR
高
田
馬
場
駅
前
Ｆ
Ｉ
ビ
ル
８
階

兼　
　

題　
「
風
船
」

　
　
　
　
　

席
題
は
当
日
掲
示　

句
会
内
容　

２
句
投
句
・互
選
６
句
内
１
句
特
選

参
加
申
込　

見
目
千
絵
（
定
員
34
名
）

　
　
　
　
　

℡
０
９
０
-４
２
２
５
-０
９
８
９

（
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
に
よ
る
お
申
込
み
の
際
に
は

　

ご
自
分
の
氏
名
を
お
書
き
添
え
く
だ
さ
い
）

高
田
馬
場
「
春
」
句
会
の
ご
案
内


